
令和５年度新学期が始まりました。子供主体の産
山学園を目指します！
昨日、産山学園の新学期がスタートしました。保護者の皆様、お子様の進級、心よりお祝い申し上げ
ます。今年度は９５名の学園生が在籍します。新型コロナウイルスによる行動制限が緩和され、様々な
活動に挑戦できる年になりそうです。
そんな期待感のある新年度に、新しく１１名の先生方を迎え、就任式、始業式を行いました。岩根 元
（いわねもとし）副校長先生、佐伯 智子（さえきともこ）先生、山本 静玖（やまもとしずく）先生、狹間
卓史（はさまたかふみ）先生、甲斐 孝美（かいたかみ）先生、中原 悠花（なかはらゆか）先生、林 あゆ
み（はやしあゆみ）先生、太田 圭是（おおたけいし）先生、坂田 樹理（さかたじゅり）先生です。また、
ICT支援員として、坂本 早穂（さかもとさほ）先生、川原 良友（かわはらよしとも）先生も支援に入ら
れます。産山学園での勤務を心から歓迎します。今年度も、保護者の皆様としっかりつながりお子様の
成長を応援していきます。よろしくお願いいたします！
令和５年度の学校教育目標は、「学び合い 支え合い きたえ合う産山の子ども」としました。友達や

周囲の人と関わりながら学び続ける姿勢を大切にしたいと思います。「合い」「合う」行為を通して、自分
を高められるような子供たちを育てていきたいと思います。仲間と高め合い、集団の中での育ち合いを
目指していきます。また、「合い」＝「愛」として、教職員は教育的愛情による導きを行っていきます。
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Newフェイス～副校長先生を紹介します！～
ご挨拶いたします。阿蘇市立阿蘇中学校から、副校長として着任しました岩根元と申し
ます。よろしくお願い申し上げます。
簡単に自己紹介させていただきます。自宅は、熊本市です。距離はありますが、大草原
の中、九重連山や阿蘇五岳、祖母山を一望する景色の壮大さに、疲れを忘れるほどの感
動を得ています。まだ、数日ではありますが元気に通勤しています。産山の想い出としましては、若い頃
に散策した池山水源や山吹水源、学生時代に産山公民館で行った剣道合宿があります。
また、バレーボール部を指導していた頃、何度も練習試合をお願いしていました。当時の産山中学校

の指導者は、大竹先生、境先生でした。熱ある指導と、ボールを直向きに追いかける子供たちの姿は印
象に残っています。先日、野球部とバトミントン部、児童クラブの活動の様子を見る機会がありました。
先生方と共に歩む姿、礼儀正しさ、そして素朴な可愛らしい姿に、このような環境で教育に携わる機

会を得たことに感謝した次第です。子ども達の夢の実現に向けて、真摯に取り組んで参ります。

うぶやまの風
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～「合い」とは仲間との高め合い、集団の中での育ち合い、教育的愛情による導き～

産山学園HPも随時更新

３つの合い言葉

学校便りのタイトルが決まりました！

令和５年度の学校便りを「うぶやまの風」としました。産山学園の旬な話題を、さわやかにお届けした
いと思います。学園生の活躍を地域や家庭に発信していきます。また、産山学園のホームページも随時
更新していきます。今年はタイトルの横にQRコードを付けました。スマートフォン等でホームページを見
ていただくと幸いです。

【就任式・始業式の様子】


